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AI戦略2022における関連項⽬ 2

 AI戦略2022において、総務省では、多⾔語翻訳をはじめとする⾃然⾔語処理技術、脳情報を活⽤した次世
代AI技術、AIによるリモートセンシングデータ活⽤技術等を実施。

⼤⽬標 具体⽬標 具体的取組内容

差
し
迫
っ
た
危
機
へ
の
対
処

「国家強靭化のため
のＡＩ」の確⽴※１

ＡＩによる利活⽤の基礎となるデジタ
ル・ツインの構築 •⾼精度リモートセンシングデータの収集・分析・配信技術の開発

「強靭かつ責任あ
るＡＩ」でのリーダー
シップの確⽴※２

「説明可能なＡＩ」（Explainable 
AI）など「責任あるＡＩ」
（Responsible AI）の実現に向けた
取組

•脳情報を活⽤し知覚情報を推定するAI技術等の社会受容性の確保
• エッジ環境のIoTデータを共有せず実空間の分野横断的な⾏動リスク
予測を可能にする分散連合型のマルチモーダル・クロスモーダルAI技術
の研究開発

信頼性の向上につながる、サイバーセ
キュリティとＡＩの融合領域の技術開
発等を推進

• サイバーセキュリティインシデントやマルウェア等に関する最新情報の国内
での理解・受容を加速する⾃然⾔語処理技術の開発

社
会
実
装
の
推
進

ＡＩ利活⽤を⽀え
るデータの充実

ＡＩの利活⽤を促進する研究データ基
盤、臨床データ基盤等の改善

•⽇本語関連のデータセットや⼤規模⾔語モデル等の収集、構築
•映像等を視聴した際に⼈が知覚する内容を直接推定するAI技術等に
必要な脳情報データベースの構築

秘匿データの効果的な利⽤につながる、
サイバーセキュリティとＡＩの融合領域
の技術開発等の推進

• エッジ環境のIoTデータを共有せず実空間の分野横断的な⾏動リスク
予測を可能にする分散連合型のマルチモーダル・クロスモーダルAI技術
の研究開発

政府におけるＡＩ
利活⽤の推進

ＡＩ利活⽤を通じたデータ収集など、
持続的な改善サイクルの形成

•ＡＩ利活⽤推進の基盤となる各国情報の円滑な収集・各国への円滑
な情報発信等のための多⾔語翻訳技術の研究開発

⽇本が強みを有す
る分野とＡＩの融
合

我が国が強みを有する⽂化産業等にお
けるＡＩ利活⽤の促進 •多⾔語同時通訳技術の研究開発

我が国ならではの課題に対処するＡＩ
と我が国の強みの融合の追求

•脳の仕組みに倣った省エネ型の⼈⼯知能関連技術の開発・実証事業
の推進

「ＡＩ戦略2022」別紙 第２部・第３部 総務省施策

※１ 「社会実装の推進」における⼤⽬標「ＡＩ利活⽤を⽀えるデータの充実」として再掲
※２ 「社会実装の推進」における⼤⽬標「ＡＩの信頼性の向上」として再掲



多⾔語翻訳技術をはじめとする⾃然⾔語処理技術 3

 総務省・NICTで研究開発を進めている多⾔語翻訳技術について、その⾼度化による同時通訳技術の確⽴や、
経済安全保障等の観点から翻訳ニーズが⾼い国際的⾔語(ロシア語等)への対応を通じて、AIの利活⽤を推進。

 また、⾃然⾔語処理技術を活⽤したサイバーセキュリティとＡＩの融合領域の技術開発を推進。

ＮＩＣＴ（国⽴研究開発法⼈情報通信研究機構）

最先端のＡＩ⾃然⾔語処理技術を活⽤し
12⾔語の多⾔語翻訳に対応

（開発した翻訳エンジンを国内企業にライセンス提供）

 翻訳ニーズの⾼い未対応の国際的⾔語(ロシア語等)への対応
 専⾨⽤語や複雑な⾔い回しへの対応も含めた翻訳精度の向上

外交・防衛等
において⾼まる
翻訳ニーズ

膨⼤な情報を
短時間で迅速
かつ正確に把握
する必要性

Please tell me how to
get to the station.

⾳声⼊⼒
サーバへ

⼊⼒された
⾳声を送信

⾳声出⼒

サーバから
翻訳された⾳声

が戻ってくる

駅までの⾏き⽅を
教えてください。

多⾔語⾳声翻訳アプリ

ビジネス・国際会議等
で議論に利⽤できる
⾼精度・低遅延な
同時通訳の実現

各国の多⾔語情報

多⾔語翻訳技術の⾼度化に関する研究開発
（Ｒ２〜R6年度／Ｒ４年度当初予算︓12.7億）

グローバルな情報収集等に対応した多⾔語翻訳技術の⾼度化
（Ｒ３年度補正予算︓60.3億）

世界の「⾔葉の壁」を解消し、グローバルで⾃由な交流を実現するため、
AIにより会話の⽂脈や話者の意図を補完した実⽤レベルの「同時通訳」
を実現するための研究開発を実施する。

外交・防衛や経済安全保障に関する各国語情報について機密性を
確保しながら円滑な情報収集を可能とするため、多⾔語翻訳技術に
ついて、翻訳ニーズの⾼い未対応⾔語（ロシア語等）に対応すると
ともに専⾨⽤語等に対する翻訳精度を向上させる。



脳情報を活⽤した次世代AI技術 4

⼊
⼒

出
⼒

 脳の知覚プロセスをAIモデル化し、⼈間の知覚⾏動を予測する技術など、脳情報を活⽤した研究開発を実施。
 ⾼精度AIモデルを構築するためAIモデル構築基盤の強化を図るとともに、AIモデル・データのオープンソース化や、

脳情報の利活⽤に係るガイドライン(ELSIガイドライン)作成を通じて社会実装を推進。
※ELSI･･･倫理的・法的・社会的課題（Ethical, Legal and Social Issues）

PRISMで社会利活⽤を加速（令和３年度〜）
 多くの企業が利⽤可能な環境の構築（オープン化）
 ユーザー企業が参画した実⽤研究（快適な住環境・素材の推定等）
 ⼈⽂社会系の研究者も加えた倫理⾯等の検討（ELSI議論）

⺠間利活⽤に向けた取組を強化
 感覚情報の⼤規模データに基づくより精度の⾼いAIモデルを構築
 ⺠間利活⽤のためにAIモデル・データのオープンソース化
 ⺠間企業向けの脳情報の利活⽤に係るガイドライン作成 等

AI戦略に紐付く
研究の成果

AIモデル

AI関連中核センター群と連携

NICTにおける研究開発
〜脳が感じ理解する仕組みを探究〜

⼈間の知覚⾏動が
⼀定程度、予測可能に

⾼精度AIモデルの構築

映像・⾳楽等を中⼼としたマーケティングへの応⽤も可能に

脳の知覚プロセスを
AIモデル化

映像等の知覚情報

「AI戦略2021」
映像等の知覚内容を直接推定するAI（2025年度）

映像視聴中の脳情報
知覚映像の推定

単語による
意味内容の推定

名詞
1.髪
2.⾦髪
3.髪型

動詞
1.着る
2.喋る
3.気に⼊る

⾼精度AIモデル

より鮮明な
知覚映像の推定

⽂章
緑の服を着た
⾦髪の⼥性
⽂章による

意味内容の推定

⼈間ならば
このように理解し、
感じ、判断し、
⾏動するだろう

⼈⼯脳

⼈間の思考・
感情を再現

「AI戦略2021」
全脳の情報処理を
模倣したAI（2040年度）

脳全体の活動を同時に
取得・分析することで
より⾼精度なAIモデル
構築が可能に

Ａ
Ｉ
モ
デ
ル

構
築
基
盤
の
強
化



AIによるリモートセンシングデータ活⽤技術 5

 降⾬情報を精密観測可能な次世代レーダーを活⽤することでゲリラ豪⾬等による被害を最⼩限にすることが可能とな
るが、こうしたリモートセンシングデータを活⽤するためには、その膨⼤な観測データをリアルタイム伝送することが課題
となっており、利⽤⽤途や回線容量に応じてAI技術を⽤いて⾼精度圧縮するための技術開発を実施。

＋
圧縮したデータ 復元に必要な

設計書
伝送するデータ

データベース

過去のデータと照合し
特徴を把握

⼊⼒データ

圧縮した結果を次の圧縮処理に反映

圧縮処理

圧縮ＡＩ

＋

復元ＡＩ

復元するデータ

処理結果
過去のデータ

復元処理

圧縮・復元の流れ

圧縮処理

・・・

・・・ ⼩⾬

⼤⾬

分類 学習・実装学習データ 傾向分析

⼊⼒データ

⼤⾬パターン
で圧縮

ＡＩデータ圧縮・復元技術の開発
⾼さ

データ圧縮装置 データ復元装置

⼤量のデータから傾向を抽出し、圧縮・復元に必要な情報をＡＩに学習

圧縮処理結果を考慮した再帰処理により、リモートセンシングデータを効率的に圧縮・復元


